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釜石市立中妻公民館 令和７年度事業実施状況 

Ⅰ 運営方針・重点目標 

1．運営方針 

   釜石市生涯学習推進計画に基づき、地域住民や関係諸団体と連携して地域の主体的な生涯学 

  習を推進するため、自主活動グループ活動の育成支援を積極的に行うほか、復興公営住宅入居 

者等の被災者と地域のコミュニティ形成の拠点として、各種交流の場の提供と促進を図るよう 

努めてまいります。 

 

2．重点目標 

(1)地域住民のニーズに応え、地域住民に親しまれる公民館運営に努めます。 

(2)公民館の利用促進を図るため、各種事業の企画立案並びに周知に努めます。 

(3)住民の自発的な学習を支援するため、自主サークル活動の育成や奨励援助に努めるとともに、

復興公営住宅入居者や地域住民のコミュニティ形成の拠点となるよう努めます。 

(4)地域などで孤立することのないよう見守りを行うとともに、閉じこもり予防等のための各種行

事の展開並びに開催への支援に努めます。 

(５)地域の保健活動の拠点として、各種健康講座や健康相談を実施し、住民の健康増進に努めます。 

Ⅱ 事業報告 

1．乳幼児期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

地域ぐるみ

の子育てへ

の支援 

ハロウィン交

流事業 

園児と高齢者達のふれ

あう機会を提供、いきい

きする瞬間を創出する

とともに、地域全体での

子育てへの関心を高め

ていこうとするもの 

【時期】10月 28 日(火)、31 日(金) 

【場所】中妻公民館 

【対象】地区内の保育園、こども園など

の子ども達と地域住民 

【内容】地区内の保育園、こども園など

の園児達と復興公営住宅、地域

住民によるハロウィン交流会を

開催するもの 

【参加者数】 

10 月 28 日(火) 7 人 

10 月 31 日(金) 24人 

【成果と課題】 

仮装という非日常体験が子どもたちの積極性を引き出し、地域住民との交流を通

じて自己肯定感の向上につながっている。また、高齢者にとっても子どもとのふれ

あいが生活の張り合いとなり、世代間交流の活性化にも結び付いている。 

今後も公民館の入口や内部を明るく親しみやすいデザインへ整備するなど、誰も

がより気軽に立ち寄れる環境づくりを進めていく必要がある。 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

上中島こども

園ふれあいイ

ベント 

園児と高齢者達の定期

的なふれあう機会を提

供するもの 

【時期】通年 

【場所】上中島こども園、中妻公民館 

【対象】園児と地域住民 

【内容】ラジオ体操、こども園行事への

参加、交流会の開催 

  ⑴ラジオ体操交流 

   参加者：約 30 人/回 

  ⑵ミニ発表会 

   実施日：４月 30日(水) 

   参加者：約 30 人 

   実施日：12月 12 日(金) 

   参加者：約 30 人 

【成果と課題】 

ラジオ体操を通じて園児と地域住民が自然に交流できる場が形成され、継続的な

関係づくりが進んだ。ミニ発表会では、園児の成長を地域で見守る機会となり、地

域全体で子どもを育てる意識が高まった。一方で、地域住民の参加が固定化してい

ることから、より多くの住民が参加できる仕組みづくりを検討するとともに、他の

保育・教育施設との連携を広げ、交流の幅を拡大していくことが今後の課題であ

る。 

 

2．学齢期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

地域ぐるみ

で子育て支

援 

中妻地区見守り

隊交流事業 

登下校の見守りや挨拶

活動を通じて、子ども達

や地域住民の安心・安全

の確保と子育て支援を

行うもの 

【時期】通年 

【場所】中妻地区 

【対象】双葉小学校児童並びに地域住民 

【内容】登下校時の見守りや挨拶運動 

    児童と見守り隊との交流事業 

【登録数】中妻地区見守り隊登録者43人 

【成果と課題】 

見守り隊の継続的な活動により、児童の安全確保だけでなく、地域全体の交通安全

意識と防犯意識の向上に大きく寄与している。4月には双葉小学校主催による新入児

童との顔合わせを通じて安心して登下校できる環境づくりが進んだ。 

令和 6 年には毎朝交差点に立ち続けた活動が交通事故防止に貢献したとして釜石

警察署長から感謝状が贈呈され、令和 7 年には長年の交通安全運動に対し釜石市交通

安全対策協議会長から表彰を受けるなど、その取り組みが高く評価されている。 

一方で、隊員の高齢化が進んでおり、今後も安全で安定した活動を継続していくた

めには、新たな担い手の確保や若い世代への参加促進が課題となっている。表彰を受

けた活動の意義を広く発信し、地域全体で支える体制づくりを進めていく必要があ

る。 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

児童館の子ども

達との交流事業 

軽スポーツや昔遊びを

通じて児童館の子ども

達との交流を図ること

により、遊びの伝承や思

いやりの心を養う機会

とするもの 

【時期】（中止）令和８年１月９日(金) 

【場所】中妻公民館 

【対象】上中島児童館児童・地域住民 

【内容】ボッチャ交流会を予定していた

が感染症流行により中止 

【成果と課題】 

感染症リスクを踏まえた代替形式の交流方法等を検討する必要がある。 

移動水族館事業 釜石に棲む魚を見て、触

って、学ぶ体験の場を提

供することで、釜石の海

や魚についての関心を

深める機会とするもの 

【時期】 

①７月 28 日(木)～８月６日(水):水槽展

示 

②８月２日(土)：おさかな学習会 

【場所】中妻公民館 

【対象】市内小学生以下の児童・園児等 

【内容】水槽展示、おさかな学習会・タッ

チプールイベント 

【参加者数】①120人（見学者） 

② 18 人 

【成果と課題】 

学習会では、地元・釜石湾で獲れた魚の解剖を通じて魚の体の仕組みを学んだほか、

タッチプールでの触れ合い体験、顕微鏡を用いた微生物観察を実施した。 

体験的な学びにより子どもたちの海への関心が大きく向上した。 

また、近隣子ども園や保育園の協力により公民館全体を「大きな水族館」に見立て

た作品展示による演出は、一体感ある空間になった。 

 開催期間中は記録的な猛暑と重なったこともあり、前年度を若干下回る来場者数と

なった。今後は、SNSの活用を含めた周知方法の改善等が必要である。 

なかよし食堂

の開設 

地域住民と児童を集め

た会食。高齢者の、孤

独、孤立を防ぎ、地域

内交流、世代間交流の

機会とするもの 

【時期】①6 月 14 日(土) 

    ②10 月 11 日(土) 

    ③3 月７日(土)（予定） 

【場所】中妻公民館 

【対象】中妻地域内に住む中学生までと

地域住民 

【内容】食事の提供・ワークショップ等 

①6 月 14 日(土)  57人 

 ハヤシライス・サラダほか 

 ②10 月 11 日(土) 57 人 

アミエビの炊込みご飯・ミルク豚汁 

 ③3 月７日(土) 60人（見込み数） 

  白菜たっぷりシチューほか 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

【成果と課題】 

多世代が参加できる地域の居場所として定着し、子どもから高齢者までの交流が生

まれるなど、地域コミュニティの活性化に大きく貢献している。公民館としても運営

を後押ししてきたが、移動手段がない住民にとって参加が難しい状況があり、参加機

会の確保が課題となっている。また、運営主体が曖昧であることから、今後の継続性

を見据えた役割分担の明確化について検討が必要である。 

クリスマスス

タンプラリー 

子どもたちに自分たち

が暮らしている地区に

ある地域資源等につい

て学ぶ機会とするもの 

【時期】令和７年 12月 1 日～25 日 

【場所】中妻公民館 

【対象】中妻地区在住の中学生までの子 

ども(中妻地区の保育・教育施 

設を利用している子どもも対 

象) 

【内容】電気・水道など暮らしを支える

施設をまわり、スタンプを集めてプレ

ゼントと引き換える 

【参加者数】55 名 

 【成果と課題】 

子どもたちが自分たちの暮らす地区にある地域資源について学ぶ機会となり、地域

の魅力を再発見し地域とのつながりを深めることを目的に実施し、地域資源を知るき

っかけづくりとして一定の成果が得られた。しかし、参加者が少なかったことから、

実施期間の設定や周知方法に改善の余地があるほか、ポイント場所として協力いただ

ける参加者の募集方法についても検討が必要である。 

 

3．成人期を中心とした事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

成人の健康

づくり 

健康相談事業 

① スマイル健

康サロン 

② 健康相談 

心身の健康に関する個

別の相談に応じ、指

導・助言・見守りを行

い、生活習慣改善や介

護予防など、健康管理

を支援するもの 

【時期】①毎月 1回 

     13：30～15：00 

②随時     

【場所】中妻公民館・他 

（各町内会集会所） 

【対象】地域住民 

【内容】住民からの健康全般に関する相

談に保健師等が対応するもの 

【参加者数】平均 7 人 

【成果と課題】 

① スマイル健康サロン                           

月 1 回開催し、保健師による血圧測定・個別相談・脳トレ等を実施。高齢者の健

康維持や外出機会の確保にも寄与。包括支援センターの事業で「頭の健康チェック」

を実施。認知機能の状態を把握でき、リスク要因の見直しや予防への関心向上につな
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

がった。明治安田生命の協力で「血管年齢測定とベジチェック」を実施。血管年齢で

は実年齢との差を知ることができ、多くの参加者が改善意欲を持った。ベジチェック

では、野菜摂取量を把握でき、食生活改善のヒントとなり、いずれも参加者から好評

だった。 

②健康相談 

窓口での健康相談は随時受けており、地域住民の健康増進に貢献している。 

健康教育事業 

① 中妻スクラ

ムメイト事

業 

② 健康教室 

生活習慣病の予防その

他の健康に関する事項

について、正しい知識

の普及を図ることによ

り、「自らの健康は、自

らが守る」という意識

と自覚を高め、健康の

保持増進に努めるも

の。また、健康づくり

について学び地域へ広

める活動を行う「スク

ラムメイト」に対し、

運営の支援を行うもの 

【時期】①通年 ②随時   

【場所】①中妻公民館 

②中妻公民館・他 

（各地区集会所） 

【対象】地域住民 

【内容】①調理実習、運動、勉強会他 

   ②健康に関する講話・他 

【参加者数】 

 中妻スクラムメイト事業 平均 7人 

 健康教室 平均 7 人 

【成果と課題】 

① 中妻スクラムメイト 

食生活改善推進員を務める会員を中心に調理実習を行ったほか、講師を招いての

講座、軽運動を実施し、健康意識の定着や学びを深める機会となった。 

会場を中妻公民館へ変更したことで、新規参加者が増加（7 名）。ニュースポーツ

を 2 回実施し、特に「ダーツ」が大変好評であった。健康講話（糖尿病予防・熱中症

予防・オーラルフレイル予防）を計 4 回実施。調理実習は毎回 10 名以上が参加。

調理実習のみへの参加者があることから、公民館事業として「健康料理教室」実施の

検討も考えられる。今後も参加者と意見交換を行いながら運営支援を継続する。 

② 健康教室 

フレイル予防（3団体・計 5 回）、認知症予防教室（1 回）を実施。身近なテー

マであり、参加者の関心が高く、質問や意見も活発であった。今後も健康維持に向

けた知識の普及啓発に努める。 

日高寺御朱印

付きウォーキ

ング 

市内のウォーキングス

ポットをウォーキング

し運動不足の解消や筋

力増強など健康の保持

増進を支援する 

【時期】令和 7 年 11月 26 日(水) 

【場所】中妻公民館から日高寺(約 3㎞) 

【対象】地域住民 

【内容】景色を楽しむウォーキング、住

職による法話、御朱印授与 

【参加者数】12 人 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

 

【成果と課題】 

運動と文化体験を組み合わせた事業として参加者の満足度が高く、心身の健康増

進に大きくつながった。また、法話を通じて地域文化への理解が深まり、参加者同士

の交流も自然に生まれた。一方で、体力差により歩行ペースが合わない参加者がいた

ことから、サポート体制の強化が必要であり、さらに天候に左右されやすい事業であ

るため、延期対応が可能となるよう、予備日の日程確保について検討したい。 

男の〇〇倶楽

部 

男性の交流機会を提供

し、健康の保持増進と

自分らしい生活を送る

ことができるよう支援

するもの 

【時期】月 1 回（木曜日） 

【場所】中妻公民館 

【対象】中妻地域在住の男性 

【内容】運動、料理、娯楽的なものなど 

参加者自身の興味関心のあるこ 

とを行う 

 ４月 大人の塗り絵    ４名 

 ５月 蕎麦打ち体験    ７名 

 ６月 健康吹き矢体験   ６名 

 ９月 調理実習      ６名 

１０月 コースター作り   ５名 

１１月 健康講座      ６名 

 １月 ニュースポーツ体験 ４名 

 ２月 調理実習    ６名（見込） 

 ３月 昔の映像鑑賞会 ４名（見込） 

【成果と課題】 

 令和 7 年度中の自主活動グループとしての発足を目指して支援を進めてきた

が、参加者の多くが高齢であることから、活動の自立にはもうしばらく公民館側の継

続的な支援が必要である。一方で、男性が気兼ねなく参加できる場として定着し、閉

じこもり防止や健康維持に大きく貢献しているほか、栄養士による調理実習や薬剤

師を招いた健康講座など生活に直結する内容が好評で、参加者の生活の質の向上に

つながっている。また、参加者同士の親睦も深まり、新たなつながりが生まれるなど

の成果が見られた。しかし、参加者が固定化している状況が課題であり、今後は男性

の興味・関心に合わせた新たなプログラムの開発や周知方法の改善を図り、新規参加

者の掘り起こしにつなげていく必要がある。 

 

4．地域や世代を超えた事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

交流の場の

創出 

関係団体との共

催による交流事

業 

ボランティア団体等の

支援を受けながら各種

事業を共同で実施し、

地域住民相互の交流促
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

進、コミュニティ形成、

健康増進を図ることを

目的に実施するもの 

① 体操教室 体力強化と健康増進、

仲間づくりのために行

う体操教室の定期開催

を支援するもの 

【時期】毎月 2 回 

（主に第 1・3 月曜日） 

    13：00～1５：0０ 

【場所】中妻公民館 

【内容】支援センター望が主催し、軽運

動やストレッチ体操を行う。 

【参加者数】約 15人／回 

【成果と課題】 

市内全域から参加者が集まり、交流や情報交換の場として定着している。継続的な

運動習慣の形成につながっており、参加者の満足度が高い。 

引き続き住民ニーズに応え地域住民相互の交流促進、コミュニティ形成、健康増進を

図ることを目的に定期開催を支援したい。 

② 上中島はまゆ

り会 

交流促進や食生活の改

善を目的に実施する活

動と昼食会の開催を支

援するもの 

【時期】毎月第 2・4 金曜日 

    10：00～12：00 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】レクリエーション、食事会等 

【参加者数】 約 10 人/回 

【成果と課題】 

昼食会はコロナ禍以前には 30 人以上が参加していたが、現在は高齢化などの影響

により参加者が減少している。また、参加者が固定化している状況も見られるため、

より多くの住民が参加しやすい環境づくりが課題となっている。今後は周知方法の改

善や新規参加者の掘り起こしを図り、継続的な支援が必要である。 

③ 地域サロン

「よったん

せ」 

健康維持と閉じこもり

防止を目的に青い空の

会が行う交流イベント

を支援するもの 

【時期】毎月第 1火曜日 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】趣向を凝らした交流事業 

【参加者数】約 20人/回 

【成果と課題】 

主催団体（青い空の会）が運営し、月 1 回開催している。保健師による健康講座

のほか、歌、軽スポーツ、近況報告など趣向を凝らした様々な交流イベントが開催さ

れ、参加者も定着している。サロンは参加者だけでなく運営側も意欲的であり、双方

の健康維持、閉じこもり防止につながっている。 

④ かるっと○○

楽しも会 

住民の健康維持、交流

促進とリフレッシュを

目的に実施するもの 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

〇ほっこり体操楽しも会（毎月第 3水曜

日）高齢者向けの健康ストレッチ体操や

卓球バレー 

【参加者数】約 14人/回 

○かるっと運動楽しも会（毎月第 4木曜

日）ボッチャを中心とした軽運動等 

【参加者数】約 12人/回 

○かるっと音楽楽しも会（8 月 30 日） 

「（公財）音楽の力による復興センタ

ー・東北」の協力によるうたとピアノの

コンサート 

【参加者数】63 人 

【成果と課題】 

〇ほっこり体操楽しも会、かるっと運動楽しも会 

足腰が心配な高齢者でも気軽に楽しく参加できるようボッチャや卓球バレーのよ

うな軽運動を中心に実施した。ご夫婦で参加している方もおり、新たな参加者が増

えることを期待したい。 

〇かるっと音楽楽しも会 

(公財) 「(公財)音楽の力による復興センター・東北」が「令和 7 年度岩手県 

被災者の参画による心の復興事業」による補助を受けて市内各公民館で開催してい

る。今年度は釜石ユネスココーラスの皆さんに出演していただき、地域住民の心身

の癒し・リフレッシュにつながっている。 

⑤ いきいき生活

応援事業 

住民がいきいきした生

活を送れるよう、住民

のニーズに応じた健

康、安心・安全に関す

る情報、体を動かす機

会を提供するもの 

【時期】通年 

【場所】中妻公民館ほか 

【対象】地域住民 

【内容】健康に関する講座や軽運動、栄

養講座のほか娯楽要素を含めた

催しものなど 

4 月：日本むかし話 DVD 鑑賞(16 人) 

5 月：大正琴演奏会（17 人） 

6 月：文化箏演奏会（41 人） 

7 月：尚玉泉舞踊を楽しむ会(70 人) 

9 月：大正琴演奏会（30 人） 

10 月：かまいしの歴史➀（15 人） 

11 月：かまいしの歴史②（15 人） 

12 月：クリスマスコンサート(75 人) 

2 月：尚玉泉舞踊を楽しむ会(40 人) 

3 月：釜石・遠野近隣地方の昔話 

（15 人見込み） 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

 

【成果と課題】 

地域住民が生き生きとした生活を送れるよう、娯楽、レクリエーションなどの事業

を企画・実施した。地域住民のニーズにできるだけ応えられるよう、様々なジャンル

の事業を実施し、参加者からは好評を得ている。 

女性参加者が多いことから男性も参加しやすい講座等を検討したい。 

他公民館との連

携事業 

他公民館との連携によ

り、交流促進に資する

事業を企画・実施しよ

うとするもの 

【内容及び参加者数】 

①屋外運動教室 

毎月第 2 水曜日、釜石市球技場でグラ

ウンドゴルフを実施した。 

4/9・8 人,5/14・8人,6/11・6 人 

8/20・4 人,9/10・7人,12/10・6

人 

 

②釜石横断駅伝ウォーキング交流会 

大橋駅前から釜石駅前までを 4 日間 4

区間に分けてのウォーキング 

5/27(11 人),6/3(9 人),6/10(12 人), 

6/17(13 人) 

 

③世界文化遺産登録 10周年大人のえん

そく橋野鉄鉱山ジオツアー 

9/5 開催予定であったが雨天により中

止となった。 

 

④ソフトボール交流会 9/18 開催予定

であったが雨天により中止となった。 

 

⑤スポーツ交流大会 10/15(15 人) 

グラウンドゴルフ・スカットボール・ボ

ッチャ 3種目を実施 

【成果と課題】 

甲子・小佐野・中妻公民館合同による各種事業を通じ他地域の方々との交流促進に

つながっている。 

令和 5 年 8月に開始した屋外運動教室では、新規参加者が順調に増えており、地

域住民の関心の高まりがうかがえる。こうした成果を踏まえ、今後も継続的な開催に

向けて取り組みを進めていく。 

「ソフトボール交流大会」と「大人のえんそく橋野鉄鉱山ジオツアー」は、雨天の

ため中止となったが、来年度は延期対応が可能となるよう、事前に日程確保について
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

検討したい。 

 

社会参加の

促進 

小佐野・中妻公

民館まつり 

活動成果を発表するこ

とで、活動意欲の向上

と生涯学習の推進を図

るもの 

【時期】令和７年 11月 15 日(土) 

16 日(日) 

【場所】小佐野公民館 

【対象】地域住民 

【内容】小佐野公民館との共催で実施

し、各公民館で活動する団体に

よるステージ発表、作品展示、

ワークショップのほか、豚汁や

わたあめの振る舞いを行った。 

【来場者数】2 日間で約 450 人 

【成果と課題】 

昨年に引き続き「小佐野・中妻公民館まつり」を開催した。歌や踊りによるステー

ジ発表のほか、小佐野町内会婦人部有志と小川メンズグルメの会による豚汁、社会福

祉協議会によるわたあめの振る舞い、くるみボタンやマーブルアート体験教室を実施

した。 

また、地域住民による手芸・クラフト作品に加え、地元こども園等にも協力いただ

き、多くの作品が出揃ったことで、子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しめる催し

となった。地域団体や住民の協力が得られたことは大きな成果であり、交流促進にも

つながった。 

自主活動グルー

プ等への支援 

自主活動グループの活

動支援を行うととも

に、新たに活動を始め

ようとするグループ等

の育成を行おうとする

もの 

【時期】通年 

【場所】中妻公民館ほか 

【対象】地域住民 

【内容】自主活動グループへの定期的な

活動場所の提供、活動場所を探

している各種団体への貸館 

令和７年度の自主活動グループ

数：24 団体 

【成果と課題】 

自主活動グループへの貸館により継続的な活動支援を行い、心身の健康維持や外出

機会の創出につなげている。 

 自主活動として開催したいが方法が分からない、参加者を集めたいといった相談に

対し、公民館事業として体験会を実施しグループ発足を支援したほか、「多くの人に

マーブルアートを知ってほしい」という要望を受け、公民館まつりに合わせて体験会

を行うなど、自主活動グループの活動支援と新たに活動を始めようとするグループの

育成に取り組んだ。 

芸術文化活

動の推進 

作品展の開催 

 

自主活動や公民館活動

で作成した作品を展

①中妻公民館作品展 

【時期】令和７年 10月 30 日(木) 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

示・発表する場を設

け、芸術文化分野の活

動を支援するともに地

域社会とのつながりを

維持し自分らしい生活

を送ることができる機

会を提供するもの 

      ～ １１月 7 日(金) 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】絵画、編み物、手芸作品他を展

示 

【出展者数】個人１７人 

      団体 ６団体 

②「みんなの作品展」展示会 

【時期】通年 

【場所】中妻公民館 

【対象】中妻地区在住の市民 

【内容】木工品、墨絵、木目込み人形、

パッチワーク作品などを    

3 ヶ月単位で展示した。 

【出展者数】6 人 

【成果と課題】 

自主活動や公民館活動等で作成した作品を中妻公民館で展示・公開し、芸術文化活

動の普及啓発及び製作者の創作意欲の向上につながった。地域住民にとっても芸術・

文化に触れる機会や外出の機会となっている。地域内の保育園や子ども園、児童館の

協力により幅広い世代が楽しめる展示となった。展示スペースのレイアウトなど工夫

が必要である。 

手芸教室の開催 

 

芸術文化分野において

ニーズがある手芸教室

を開催、創作活動の機

会を創出することによ

り、自発的活動の支

援、交流促進を図ろう

とするもの 

【時期】通年 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】講師を依頼し、ちりめんの飾 

りづくりや季節の置物づくり 

を行う 

【受講登録者数】11 人 

【成果と課題】 

ちりめん飾りなどの創作活動を通じ参加者同士の交流が深まったほか、公民館まつ

りでの展示により参加者の達成感と向上意欲につながった。 

 参加者の声を取り入れ、より多くの住民が参加しやすい内容へ改善が必要である。 
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

クラフトテープ

で作るかごバッ

グ 

 

クラフトテープを使用

したかごバッグづくり

を通じて、地域住民の

想像力を育み、交流の

場を提供するとともに 

、本講座をきっかけに

自発的活動の支援、交

流促進を図ろうとする

もの 

【時期】①令和 7年 6月 10 日(火) 

    ②令和 7年 6月 24 日(火) 

③令和 7年 7 月 8 日(火) 

④令和 7年 8 月 7 日(木) 

【場所】中妻公民館 

【対象】地域住民 

【内容】講師を依頼し、クラフトテープ

を使用し１人１つのかごバッグづくり 

【参加者数】各日 12 名 

【成果と課題】 

全 4 回のかごづくり講座を通じて、参加者同士が自然に会話を交わし、協力し合う

姿が見られた。公民館が地域のつながりを育む場として機能した。 

また、講座をきっかけに、参加者が 9月から自主的な活動グループとして継続的に

集まることとなった。公民館事業が住民の主体的な学びや活動を促す役割を果たした。 

 

 

 

5．学びの場を充実するための事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

社会教育施

設の充実 

施設の貸館 生涯学習機会の充実を

図るため、自主活動グル

ープ、各種団体へ活動の

場を提供するもの 

【時期】通年 

【場所】中妻公民館 

【対象】一般市民等 

【内容】各団体の活動支援 

○定期使用団体：24 団体 

○不定期使用：1５0 件 

 市民向け説明会、自治会活動他 

【成果と課題】 

自主活動グループ等の活動の場として施設の貸館を行っているほか、公民館施設

は、年間を通じて多様な活動に多くの住民が利用しているため、各団体と調整をし

ながら、誰もが学びの場として気持ちよく利用できるよう努め、生涯学習の推進を

図った。 

 施設の維持管

理 

安全・快適な利用環境

を整える。 

清掃業務・消防機器点検等の各種委託

業務を実施 

 中妻公民館フリースペースの照明用電

気スイッチの増設工事を実施 

 【成果と課題】 

フリースペースの照明スイッチ増設や定期的な清掃業務・消防機器点検を実施し

たことで、利用者が安心して快適に過ごせる環境を整えることができた。 
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6．市民が主役の学び社会を目指した事業 

施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

生涯学習推

進体制の整

備 

公民館運営審

議会 

公民館における各種事

業の企画及び実施につ

いて調査審査を行うも

の 

【時期】年間 2 回、5/27・2/19 

【場所】中妻公民館 

【対象】運営審議会委員 

【内容】第 1 回 令和７年度運営方針及

び事業計画 

    第 2 回 令和７年度事業報告 

【成果と課題】 

公民館の適切な運営を維持するため、運営方針及び事業計画について審議した。 

 

生涯学習ネ

ットワーク

の形成 

「応援センタ

ー（公民館）

だより」の発

行 

公民館事業の紹介、地

域の話題や保健福祉事

業に関する情報を提供

するもの 

【時期】毎月 1 回 1 日発行 

【対象】中妻管内の全世帯 

【内容】公民館事業の紹介、地域の話題

や保健福祉事業に関する情報を

提供 2200 部 

【成果と課題】 

毎月 1 回応援センター（公民館）だよりを発行し、公民館事業の周知のほか、地

域の話題、健康に関する情報等について、定期的な情報発信を行っている。 

 行政連絡員等の協力を得て全世帯に配布するとともに地域以外の来館者向けにも

配架している。情報発信手段として重要な役割を担っていることから、今後も読み

やすい誌面づくりに努めたい。 

 なかづま健康

マージャンク

ラブ 

 

楽しみながら頭を使う

活動を通じて認知機能

の維持を図るととも

に、参加者同士の交流

を深めている 

【時期】金曜日 

【場所】中妻公民館 

【内容】「賭けない・飲まない・吸わな

い」の三原則を徹底し、健全な娯楽とし

て活動している 

 【成果と課題】 

令和 6 年度末「健康マージャン体験事業」として実施し、参加者が令和 7 年度

4 月から自主的な活動グループとして継続的に集まることとなった。公民館事業が

住民の主体的な学びや活動を促す役割を果たし生涯学習ネットワークの形成につな

がった。 

 ハンドメイド

倶楽部 

 

 

創作活動を通じた生

きがいづくりや仲間づ

くり、技術向上を図りな

がら、地域とのつながり

を深める場として活動

するもの 

【時期】月１回 

【場所】中妻公民館 

【内容】クラフトテープや PP バンドを

使って参加者がそれぞれ好き

な作品づくりを楽しんでいる。 

 【成果と課題】 

 クラフトテープを使ったかごバッグづくり体験会をきっかけに参加者が自主的な

活動グループとして継続して作品づくりを楽しむ場となった。公民館事業が住民の
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施  策 事 業 名 事業目的 事業内容(時期・場所・対象ほか) 

主体的な学びや活動を促す役割を果たし生涯学習ネットワークの形成につながっ

た。 

 


